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○安曇野市福祉医療費給付金条例施行規則 

平成17年10月１日規則第48号 

改正 

平成18年５月25日規則第33号 

平成20年３月28日規則第９号 

平成20年５月30日規則第28号 

平成21年８月12日規則第23号 

平成22年３月29日規則第12号 

平成26年２月17日規則第１号 

平成26年６月30日規則第25号 

平成26年９月30日規則第33号 

平成30年６月29日規則第20号 

令和３年７月28日規則第27号 

令和４年２月28日規則第３号 

安曇野市福祉医療費給付金条例施行規則 

（目的） 

第１条 この規則は、安曇野市福祉医療費給付金条例（平成17年安曇野市条例第90号。以下「条例」

という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（市長が認める施設） 

第２条 条例第２条第３号アに規定する市長が認める施設とは、次に掲げるものとする。 

(１) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第１条に規定する中等教育学校（後期課程に限る。）

及び特別支援学校（高等部に限る。） 

(２) 学校教育法第124条に規定する専修学校 

(３) 学校教育法第134条に規定する各種学校 

(４) 職業能力開発促進法（昭和44年法律第64号）に規定する公共職業能力開発施設及び職業訓

練施設 

（受給者証の交付申請） 

第３条 条例第４条第１項の規定による申請は、福祉医療費受給者証交付申請書（様式第１号）に

より行うものとする。 

２ 前項の申請をするときは、医療保険各法による被保険者証又は組合員証その他支給対象者の要

件を満たすことが確認できる書類を提示し、又は前項に規定する申請書にそれらの書類の写しを

添付しなければならない。 

３ 市長は、前項の規定にかかわらず、支給対象者の要件を満たすことを住民基本台帳その他の公

簿により確認することができるときは、前項に規定する書類の提示又は添付を省略させることが

できる。 

（受給者証） 
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第４条 条例第４条第２項に規定する受給者証は、福祉医療費受給者証（様式第２号）とする。た

だし、支給対象者のうち、児童に交付する受給者証は、福祉医療費受給者証（様式第３号）とす

る。 

（有効期間） 

第５条 条例第４条第２項に規定する受給者証の有効期間は、条例第５条第１項に規定する受給者

資格を取得した日から最初に到来する７月31日までとする。ただし、児童（障害者、母子家庭の

母子等（条例第２条第３号イ及びウに掲げる者に限る。）及び父子家庭の父子（条例第２条第４

号イに掲げる者に限る。）を除く。）については、受給者資格を取得した日から18歳に達する日

以後の最初の３月31日までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、有効期間内に受給者資格を喪失するときは、条例第５条第２項に規

定する受給者資格を喪失する日までとする。 

（変更・喪失） 

第６条 支給対象者は、次のいずれかに該当したときは、福祉医療費受給資格等変更・喪失届（様

式第４号）を、直ちに市長に提出しなければならない。 

(１) 受給資格に該当しなくなったとき。 

(２) 住所又は氏名に変更があったとき。 

(３) 加入する医療保険に変更があったとき。 

(４) 振込先口座に変更があったとき。 

（受給者証の再交付） 

第７条 条例第４条第２項の規定により受給者証の交付を受けた者が、受給者証を紛失又は破損し

たことにより受給者証の再交付を受けようとするときは、福祉医療費受給者証再交付申請書（様

式第５号）を市長に提出し、受給者証の交付を受けるものとする。 

２ 前項の規定による申請を行う場合において、破損したことにより受給者証の再交付を受けよう

とするときは、当該破損した受給者証を添付しなければならない。 

３ 第１項の規定により受給者証の交付を受けた場合において、紛失した受給者証を発見したとき

は、直ちにこれを市長に返還しなければならない。 

（受給者証の更新） 

第８条 市長は、第５条第１項の規定により有効期間が満了する受給者証を保有する支給対象が、

満了の日以降も引き続き支給対象者の要件を満たすことを住民基本台帳その他の公簿の確認によ

り認めたときは、有効期間を更新する。更新を行った有効期間が満了するときも、また、同様と

する。 

２ 市長は、前項の規定により、有効期間の更新を行ったときは、新たな受給者証を交付するもの

とする。 

３ 第５条の規定は、前２項に規定する受給者証の更新を行った際の有効期間について準用する。

この場合において、「条例第５条第１項に規定する受給者資格を取得した日」とあるのは「８月

１日」とする。 
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（診療報酬明細書等ごとに別に定める額） 

第９条 条例第６条第７号に別に定める額は、500円とする。ただし、条例第６条に規定する医療保

険各法又は高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）の規定に基づき算定した費

用額が500円未満のときは、その額とする。 

（支給申請） 

第10条 条例第８条第１項に規定する支給申請は、福祉医療費給付金支給申請書（様式第６号）に

より行うものとする。 

（給付金の支給等） 

第11条 市長は、条例第９条の規定により給付金の支給を決定（条例第８条第４項に規定する通知

に係る決定を除く。）したときは、給付金を支給対象者が指定した金融機関の預金口座に振り込

むものとする。 

２ 条例第９条の規定により給付金の支給を決定した旨及び当該給付金の振込みの通知は、前項の

口座振込みの結果（条例第８条第４項に規定する通知に係る決定にあっては、条例第９条第２項

に規定する支払の結果）をもって代えることができる。 

（補則） 

第12条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成17年10月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の豊科町医療費給付金条例施行規則（平成15年豊科

町規則第12号）、穂高町福祉医療費給付金条例施行規則（平成15年穂高町規則第14号）又は三郷

村福祉医療費給付金条例施行規則（平成15年三郷村規則第６号）の規定によりなされた処分、手

続その他の行為は、それぞれこの規則の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成18年５月25日規則第33号） 

この規則は、平成18年８月１日から施行する。 

附 則（平成20年３月28日規則第９号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成20年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 安曇野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（平成20年安曇野市条例第20号）附則第

３項前段に該当している者については、この規則による改正前の安曇野市福祉医療費給付金条例

施行規則の規定は、なおその効力を有する。 

附 則（平成20年５月30日規則第28号） 

この規則は、平成20年８月１日から施行する。 

附 則（平成21年８月12日規則第23号） 
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（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、第10条の改正規定は、平成22年４月１日から施

行する。 

（経過措置） 

２ 平成22年４月１日前に給付の対象となる療養の給付等を受けたものに係る給付等については、

なお従前の例による。 

附 則（平成22年３月29日規則第12号） 

この規則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年２月17日規則第１号） 

この規則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年６月30日規則第25号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、平成26年７月１日から施行する。 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の安曇野市規則による用紙で、現に残存するもの

は、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（平成26年９月30日規則第33号） 

この規則は、平成26年10月１日から施行する。 

附 則（平成30年６月29日規則第20号） 

この規則は、平成30年８月１日から施行する。 

附 則（令和３年７月28日規則第27号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和３年８月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際、この規則による改正前の安曇野市福祉医療費給付金条例施行規則による

用紙で、現に残存するものは、所要の修正を加え、なお使用することができる。 

附 則（令和４年２月28日規則第３号） 

この規則は、安曇野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（令和４年安曇野市条例第４

号）の施行の日から施行する。ただし、様式の改正規定については、この規則の公布の日から施行

する。 
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様式第１号（第３条関係） 
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様式第２号（第４条関係） 
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様式第３号（第４条関係） 
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様式第４号（第６条関係） 
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様式第５号（第７条関係） 
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様式第６号（第10条関係） 

 


